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第２四半期業績予想と実績との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 27 年８月７日に公表いたしました平成 28 年６月期第２四半期（累計）業績予想と、本日公

表の実績に差異が生じましたので、お知らせいたします。また、最近の業績動向等を踏まえ、平成

27 年８月７日に公表いたしました平成 28 年６月期通期の業績予想を下記の通り修正いたしました

ので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 28 年６月期第２四半期（累計）個別業績予想と実績値との差異 

 （平成 27 年７月１日～平成 27 年 12 月 31 日） 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 3,535 73 75 35 9.89

実績値（Ｂ） 3,654 157 169 122 34.64

増減額（Ｂ－Ａ） 119 84 94 87 

増減率（%） 3.4 115.1 125.3 248.6 
（ご参考）前期第２四半期実績

（平成26年６月期第２四半期）
3,468 15 26 137 38.85

 

２．平成 28 年６月期通期個別業績予想の修正 

 （平成 27 年７月１日～平成 28 年６月 30 日） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 6,911 83 90 59 16.66

今回修正予想（Ｂ） 7,016 157 167 106 29.94

増減額（Ｂ－Ａ） 105 74 77 47 

増減率（%） 1.5 89.2 85.6 79.7 

（ご参考）前期実績

（平成26年６月期）
6,835 40 60 147 41.62

 



３．差異及び業績予想修正の理由 

 （第２四半期累計期間業績予想と実績の差異） 

売上高につきましては、新設住宅戸数が低調に推移したしましたが、積極的な拡販及び顧客ニ

ーズに対応した営業戦略により、前回発表予想を 119 百万円上回る 3,654 百万円となりました。 

利益面につきましては、工程管理の強化や効率生産、また世界的な原油価格の下落により、い

ずれも前回発表予想を上回る営業利益 157 百万円、経常利益 169 百万円、四半期純利益 122 百万

円となりました。 

（通期業績予想の修正） 

第２四半期累計期間の業況を踏まえ、業績予想を修正いたします。 

 

※上記の予想は、本資料発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実

際の業績は今後の様々な要因によって、異なる可能性があります。 

 

以 上 


